
 

 

妻： 

 

当日、自分は自宅にいて、家事をしていた。子供たちは寝ていた。 

夫の話によると、26 日土曜の朝、10 時ごろ、突然 2 人の警察官が来て、行方不明者

の捜索をしているので協力してくれと言われたという。（女性の捜索届を受け、警察がス

トーカー容疑でマークしていた男の車を探していたところ、ホテルの駐車場で発見した、

という事を、後でニュースで知った）。夫は、警察官から指定された車の客の部屋まで、

同行しドア越しに声をかけた。 

返事がなかったので、合鍵で入った。男が倒れているのが見えた。あとは、警察がやる

ので、中に入らないでくれと言われた。 

警察が、連絡し、救急車が呼ばれ、パトカーや警察のバンも 5 台ぐらいやってきた。 

 

自分（妻）が知ったのは、パトカーの音がしたから。ちょうど夫が自宅に来て、「102 に

人が倒れていた、事件らしい」と教えてくれた。 

自分も、ホテルに行った。警察の人の「被疑者は確保」という言葉を聞いた。そこにい

るんだと思い急に怖くなった。すでに出勤してきていたアルバイト（A さん）にとりあえず、

帰ってもらった。 

刑事さんから、事情を聴かれた。よく来る客かと聞かれたが、覚えがないと答えた。 

前日は金曜日で、満席だったが、10 時には、残っていたのは事件の部屋を含め 3 室。

あとの 2 室に残っていた客にも、警察が簡単な事情聴取を行っていた。 

 

12 時前には、マスコミが着た。 

インタビューは断ったが、ホテルの外観を撮られ、周囲でレポートされるのが嫌だった。 

15 時くらいのニュースで、ホテルが映され、事件の概要を知った。部屋の中では、ベ

ットの上で女性が亡くなっており、男がそのわきの床に倒れて、両手首から血を流して

いたと報道された。 

女性が亡くなっていたのもニュースで知った。救急車が来たので、怪我か病気かもし

れない、人は死んではいない、そうあって欲しいと思っていたが、打ち砕かれた感じ。 

全ての従業員に話を聞きたいという事だったので、パートの皆さんにも連絡し、26

日、27 日に都合をつけてきていただいた。電話でいろいろ聞かれたが、答えられずに、

責められてる感じだった。 

警察は、夕方、5 時ころには帰って行ったが、ホテルの１階には、入らないでくれと言

われた。その夜は、眠れなかった。近くで殺人があったと思うと、怖かった。もうホテルは

やりたくない。子供たちが心配だった。 

翌日も捜査があり、前日聞かれたことを、また聞かれた。試されているようだった。 

モニターは、夫やアルバイトと交代で見ている。当日、犯人カップルがチェックインした

時に、モニターを見ていたのは自分だったらしい。ちょうどテレビのバラエティ番組を見

ていたのもあり、お客の一人一人をそんなに注意して見ていないし、覚えてもいない。

「様子が変だったはず」という前提で話を聞かれた。前日と同じ答えをしたが、前日とは

違い何か、責められているような気がした。 

 



 

 

 

3 日目（事件の翌々日）、嫌だったが、夫が営業を始めた。A,B,C さんと、外回りをや

ってくれている E さん（男性）に来てもらった。 

その日も、警察がきて引き続き 102 とホテル全般を調べていった。ホテル周りは、し

っかりしている B さんに対応してもらった。102 の現場検証も終わったので、その後部

屋に入ると、一応、簡単には清掃してくれてはいたが、キラキラした埃のようなものがど

こそこに残っていた。（あとで友人に聞くと、指紋などを取るための粉らしい。） 

床のカーペットには、血の跡が残っていた。アルバイトと一緒に掃除した。どちらの血

だろうなどと考えたら、座り込んでしまった。 

警察には、台帳や防犯ビデオの提出をした。なんとなく、調べられている感じ。 

数日の間、テレビニュースや、インターネットで報道され、夫は「ホテルの営業が難しく

なる」と悩んでいた。 

営業は 3 日目から開始したが、私は嫌だ。夜は怖いし、ホテルにいたくないし、清掃す

るのも怖い。客も入らない。 

あれから、夜は眠れず、物音にびっくりする。電話が怖い。 

モニターで人の顔を見ると、警察から「本当に見覚えがないのですか」と言われ、自信

がなく、責められているような気がして苦しかったことを思い出す。 

後で聞くと、殺人の推定時刻は、夜中の２時ころのこと。ちょうど、自分が自宅に帰っ

た時間。その時に、わずか数メートルの所でそんな怖いことがあるのを知らずに、自分は、

平気で外を歩いていた。 

夫が、このようなケアを考えてくれたことは、ありがたい。従業員の皆さんもショック

を受けているはず。夫も、子供たちも心配だ。 

自分が、ストーカーの殺人に加担したような気持ち。連れてこられた女性の怖さや、怨

念も感じられて苦しい。 

夫は、ホテルを続けていきたいので、アルバイトの人たちのケアをしなければと言って

いたが、自分は、自分は、もうホテルをたたんだ方が良いと思っている。アルバイトもみ

な辞めたいと言っている。自宅も売って、近くの実家に帰りたい。 

自分が何か知っているのだと、警察に思われている。自分が気付いておけば…。罰があ

たった。マスコミに狙われて、何か悪いことをしているような感じがする。どうして、ホテ

ルを建てたのか、後悔している。地元の若者の為に建てたのに。 

娘がおり、ストーカーの犯人を防止できなかった自分を責めている。  


